
LHjjzzEl:12J 
神ι

乏しえト .71レ lぐレの F ム vγョー・フ~Iし一之ト占を事足んだ。

τ し之ト/d..，芦 lし一之ト最肢を干の 8 辱閣を震と ~b かちあった、事三

巴;(d草く寺主税重量〉て士、あえ 今a.出さ八十玉三官霊l三'Ks乏た後なか¥ 怠J;‘モラ

t備や士会迂往時めきで官、主たと、り t:s.~. ら、証苦言 L 之くij-\たの主主ノあきと入

てつの/手と人と色と夏~l lまミさに詩句併で、預朝怠精神t末、ノた L7'7'に性三

ぎて実在t之いた.と 1\ラ，まさ~I.f\幸広1\寄嘆の記録さあき O を三

!二喝さだt ざ \，I ~Z あ~フblしーヌト φ 起常込， あまD に苛画音存ちのさ Jう

d今 C'Jあ1，..い l与. t>. 之 1手，芝山を単色~袴乗の産物夫?と屡j放をう

と布忌17'、eしLt¥.7与¥¥ 0 しかι. と、、のよう 1呑理由によゥとが，あ~::;::

司坑的な零請にむ民之ら似た人嵐広. を♂ E宅顧r-I'-CJ ~ l Iか司王うビさ

t;-. をのよう広告卒、環ぞう蛍斗八ヒ， た手て t広くn忌I¥ .cエ江ら lHZ L :.:rう

ごとかに芯:r~のだ。をの三とを I ~わたしは，二川まで、明た ι明、実

際、毘鼠ぎしたの巧:・が芯耳元国かちきさえ，断言ぢ品工と1J."z.芝ミ30 乙

そのよごう吾事実 E色心、ろこと7Nをさo.い首tJ.，芯人と草色合せむの

だ'3う，，)

フ10 1レース←Jð.-.生れ苔ち φ~ l¥ J ラ利発なるだフた。矢ts-.高名怠

衛生芭写φ~.磁1三、.母の失事正底、 -::ll.:fヤ奈の資産若手z・ 2ろヲた。常広，

Rとんどを?強芯て"した主方、今ために， J¥つ0-t5宇食事宇ヲpX-縄天ケヲ匹。擦
に下患の干モ左寸 ι，電押さ1クて，宅ぐのすロシをめぐり号とれた。到し

一之ト/芯‘宮買のよ(¥厚手?と、ァた ，t入l ~. よ君f苓てしま，色， ど高う

て々をか1;し'̂ 尽l¥ (;>停産現段・り 1t-がわ，償配-[1Tス茅ζb喫m奥，産主

01&，委主め哀~<2老衰み抜\¥之¥¥っ之し2つ。 ととして， あ 3とき， 巴

Hashizume Daisaburo 5-9-11 Zaimokuza， Kamakura， 248 JAPAN 

Phone 0467-22-1030 芳定安采 51782 CN 66 ・￥25.ー/10pages 

工

界折、益事豆ぢ芸。すパ、て 1;;'終ってしヨヲ 1ミナア q よラだ/芭穿平七，まF~

E 山 17 ，作品のためにしかのこさ ~q てい忘れ o -trr芝蓄さしるさ防

協、1まらかう).." 手i屋川l亡 1三ら主主¥¥うちに。 lτU¥乏. dt ';;さ・まし~¥主黄白lと

よな‘た付t，t\~、，よ正文献'よ\¥ 0) をこz.，設定問ぷじ、まき‘路商との

? 葬あとの? 養ととので あま勺さえ.後/立，高鳴り誌息もも

Fさ。 Vr，O¥レトマシめ，コlしケ宗塁リ cぅ皇室!こ開ぢ‘τε り. Jきと人~"fOT

T菩Eら万・・， I五とんと‘ØR-ちさf'~ ペ~' "" .'ドめた主かで・.重ミミクヴIí~〆戸庄一

つq作品左。外出モ，面全c-. その穴?の々ト呆とめ J寺島r;i7守、])~、リ長

lト隈!こまさ、切りつめらしt¥.之ゆく J 咋品のために必要とさm三隈リに。

聞にあうのrzう1:>'? TrfA己ロ史域す三今月三うず? あをらく，
かた Yこきの宅ミ今 f平 â~ 関モ意く<:;;耳モ，くる居老.延匂~をう

した日々がず骨子什られてい ζ1建tj"~芝 7). 三?とろをめ民ま~o

かっ之予1しーストが‘日-a::e‘可抗手苛司たムのほ， とさ川村、、，単活 glム

有望号尽の干民主白浜:H'Cのを二、 うけピら U¥たからさあきょうたσ しか

し，七ち 3ん，をIf¥.lユ.ほんのみかけに L刀、写芝、.為¥¥" li'慌たfDLtt 

た障をヨ~Þ}て J といっ作品♂決立ち乏孝之::. Z Jt--るとさ， 芝山官庁、， a主

A り毛田11宣言‘，制鷹取、，〉坊主さ，簡素〔岳只~徳宝(lZ'， 志麻T芳、}¥頭戸訟

とま怠φ 産物之さしかあY之広いこと大丸‘、， Jbv';; f三'-:::ろう o そう Lた信ぞ-

fま，ムザー1し ~11アカ.同之ト工rブ之キィ，ヲョイ之，包 q ---:;.， 

/ヤケ‘γ ト ι の均色と，周~/l さ:あ毛(~3-I\!手，ことにd~ ピ， 芝川

ちを上担ら7る11 'L-/~ l ¥ ;とだき1¥)のに， gち炊・1¥底、¥0 -eし之トめ会E

きずら，わたしl玄，つる!しーヌトの 3宿御め作者7m疋まずに u-~ 1;)¥ rrら

の荷酌危食後E み~，;めら m怠，，=と乏，知った，芝山!工予想民し

Z けた苦めの . 芝け1 以との取稜c;:‘あ~r-をこち之三。

1牢雪之た01.λ“霊客ヂF為に衛庁ろ露呈立てプとり ID庁]J.志広、た‘しいの広.

告と =e~ 当然.夜、としでモケ， 芝U-¥乏社主主主1まきたちとふさ姥八・・て砕き

怠あ I ~考会主主訳、ち，金工生泊三害者内問JIた丈t\に遜色をみとめ忌\\向け

に!互いが怠¥¥" 主公ラ陪かをの迫力にお¥¥て泊手九ざま怠くち怠1¥d:>1ミ，

て1しケ之乙xfフ主ーにーラ危<E主主.怠l¥ Fe‘3うか? Bぢ3人，膏丈
支のちが¥!お)-fJ..... に毛主ふ主義乙均三三のたrtLζ く色鉛車輪1ま.
1工



f及品之みも哉さあ2の陀がち， 乏のき宇之9争7η 魚、， 惑を丞部'BF¥託ざ、あ3

後回に居f程二1ttl乙 Lまうの/J:-，壬工フC0疋¥，ごとかει U¥な¥¥ .，ち者之
fえ，妥当怠ot?) 6.'なけU¥ζを主主主/1)"， 三三爪呂境ざ認定方zというより
!志， をのタトl三基準を壱ったまま乏あきことさ三，余f失怠くさLnきのZ‘

ム多ブナ与 o1包々のち投降ノ をφ令官什. )坦予与の織さがそフ虚.:!，.門らけL

之しまう二とにf与 ~o こ4'\ Tð--.白瞥 ι1\ ・かを、ちだ。 L か ι~をめか

わりに.1反放のき技jま，訴理によフ之淳史キつ“汁ら旬、，うミヨ的に組織、

主川た、v.'eつめ疋主主民事全俸と.L之，知多種主丸、切として， あらわけl

ること1>'3-主3だ、3ラo まろ多レ¥Id--J 港えようだが、， この危う民に亡芝，

事実向元手ぜ年平に活干九亨パ‘くあろごと I~" め1~Ãモプ~'~いかんゐく肴揮ミ

汎乙い~，と色之さのがt しれた~¥ ¥ーをmゆえ，理論α包みがぺ守、

ゃく!こ， ~，‘臥ほと‘今宵存芝鎮め~こと昨‘ちき乞 い~~アラ，わたし l主

主しあたり，を刀こと乏，モク lずら長!こかl-t之 1¥こうーたと乏降、，

7ゐlし一之トロ ，をの疋あの制捜錫めように，すミu司てくれst芯守:・ミヲ-
J易 ~o

Celeste Albaret 工973 Honsieur Proust， Robert Laffont. 三島気

予言説言え Fム~/~:::L ー，引しーストι 工977 .犀川董旬。

、. 耳l' :t: 

前1巴思伺芽R.d1E也し之以来， つを、のをラのを晶、た。

rくち話>fi汗摂集毘への定芭」くIq7g-4ーワ〉 ι18~)

「諒討:畠本百足至「内陸M重程の研粍一社会三思基礎理鴇α損保

かち」仁1qす?).J (. IqI?s-4-13 )く40寂〉

r~甥J\のあり .か-1 CPr q-牲の往生問題J Jùf%-急・報笛占 2 間交

(在弔1)，(¥<¥')S -~ -2.) (5'0校〉

「研キミ琶運動?の課題と鞍略J くI~り色-5"~ Iの1I初平交〉

三olまが， フ在、のヒタフリオ'EfI手った o

「属高話完三重1手芸長(干~).J l?:ヰ存、〉

r'f]g Iト主主8 ミ・干キえトi くrn常‘〉

ι. 

~ ¥¥，ラb片忍， f:l苛雫i.o 明記号室聞編慢の新らしい作支に陪，手o関‘ ー~

ほと人と‘手乏っrγ之 117与lい今後lま芯a，.パ、く，余計な仕事乏し広1¥ 

芯すちょう・エ夫 Lょう官

「論埋め享協にσ¥\之 jl手，か怠 D 史 q フ~~ <3'学論 lZ3寺3が，

手桶 tz工事牛の圏内子0・3ろ312dt)J 今毛ろさ広，Td人 0)1がし旬、け掲較す

るーまた， 長室疋よ5やく言急行芝仇1ミl?yVオロゴ之 ~2 号に， ru記

号主観論"の豆本資長」併0:1立)1〆のtら似てあ ð Q>む，~ろが待攻

判いただ迂たl¥0 bf¥2三回仁主語liW食会3哀そ支す3ため r縫!普司

会己号~~D.Jを， "を¥¥むまとめにか¥がタて¥¥ d 0 

本司声ネ

ちょラとめを手前¥o~\まご3 、 HJE し広芝亘にあ lヤくれ之 V\ 圧。乙~

宵め 1汁同傾に/15mの墨色t玉、基えっ官三つをU¥J;;;l "掲!団耐えHとl¥う

のだがう*らく休止)(丈島にお勺たこのゆ1し一つるがヒニの 6向かろ，

6専向、Dに活動7'E再開す色。めだ ιtd，とうに夜吾/古罷め之 la7

1= L ， Iま人司式‘手伝1¥克銭内二どしか ι1a1¥ ff."， 公演(あ~ l'怠王室

百三〉を陣たいというえが'1\らっしゃれ~'-よさ二人Z、実肉立で之い

ただごう Q (芝居茎と t¥っ τZe， 15¥つう今「あ、芝忌」之さはs¥¥のち，

袈骨量韻s"芳にId.，ちJ っ乞英明し/ブ‘ら(¥...) わたしTeL 岳ヂラき賓
ヲた甘1~そを向吹がち司て 1\ '3α ミv 三区当!こ会ι人君、 I，た7己、什3のな
ら.主呈L之εl¥1¥と史、う。

市琶・乃'19ス

ACTe AOI 
劇団

PLANET PLAYプロセニアムアーチラリー及、 No.l

沖?ご
T束手

;皇、町町

悲劇三く祐 仁〉
'2'8 e..， _ 1 Q . _ ""-->今、 P，M.
OF¥ lO(日〉→μ{衿 6:30 lN 

開催稿rt.・1盟主存正至急 前予2500当30∞
扇町$:11しつは.-4~河l' 3m o4J7?"3乙場思輔の
H:H亀有平E昆，中'M，葵 . 三~童図京駅渇翁1隼Ell:Jze') ，
表稼働C自宅相l域、む立ニ1ち-.湖毎吾、.
長包11和彦田端7敏生 (-::-~7更}.和君主毛主治郎. -

iii iv 



論理の本態について凶 』 μ
理主主に，あちいr，t，毛色筒零主の問題芝チて泡き上の問題に， をフくリ

乏のまfj(})、きずえとし 3フ.金校教畳たたZって I¥ ~こと&.;ち~ 0 

ιtゑ前〉
DeSu:l.t和三年、数ぎに注目したφ広， 15とtと，積ゅ活零方1まま命」二
の医1主室塾械からであうたe 能広.確実息切にプヂかわら仕方と LZ、

毛主命1 考， ff~ き 繍理号、の 3 つに着服す~ ~ ~三0/'，宮島倉T 学ぱ. d 

ったく真きあ?こと íf 島聞きあ~d:ラ怠 Ip-訟の前程1J-ち出至急 ι. モ

U'lろの組主ごによフてl.l芝、いたいフをづ穫確怠命題ヘすす人定¥， 

く得、でいかにe-健(ì')~に入?走。しか ι. 長E: 8河に寄す三段箭~-ご

み 1¥ .!>すぎていて、理1定η乏いち号、dLく夜弊させて L.3う取尽，

あま~r-:t:丈さ怠ヲミ取さあ ð- o -/5， Jて数警は~ ¥ ¥ :乙 0・，喪1半1T'‘

単絹怠平 l慢の 7態械的芯尊重3十万";:rゅ、とな勺て 1¥ ~点で，天いに彼の気

に入ゥ T三17 L 1/....ι. 良~のザマ散さは， 春季&忘加、ち， 1-ミ7でた 7言、天畏毘!I¥T
記号。顎t¥K締ら 11¥. F:、1>マ=乙ぐ E足みれった授珪えの I了、たg.~ Iこ

厄勺で ιま『之¥1'7.ぎ}りめて堤通(.1六、霊く. !jt'控εε ほほ‘たか1!:"d

よリP-.悩ま芯 3 二との方-rrr:.事 ll.a aた，嘆 31こ，務理掌ほと 1¥ :乙

ぽ，すきに的が 4 て 11~夜句今事刊を整理事 2 のには‘習用 <!2可申

たかを ι 仇怠 l' 主将，知~~言語すヨ夜見尚B ヲ's itえに用"三に与.足尽

降下さ手耐吉広告のとずき、百三いように.昆えたの忍あ ~o 乏=忍，匂

をふたTとと長根極がら烹序グ fi~ ために， Pesca.r屯αι，務理きφ革主
事き佐.千てき註、与，0)瀕議f佐.委主7可さのをE品性εるとつ!とき主}D.をβ 乞たよ
うF 彼匁白a薪乙 I¥方弘一一森永ゐえl主-E・濯主哲ιたのさあ
三.解析幾同寺住， をの最新の臭1穿的だ主食粟(0‘おった。

話再~街角 1五によって. Desc(¥ rtes. 於 t¥プ7'I三s帽の俸帯主ε積舟 Lて

t¥うためかノたついて広ノのぢlてl久たた0・s、川.3どして二 ごときは，

解析義1往1をげ，きt;cd:t:J) ~\め J ラ忌取周魚にあたっ之}\~のか芝、確
認 L.J.クo

Desc3rtes の解析を忌7銅色広.千三と z 伊 2~史出線ζろ取惑1.\ ~- ・非常

l亡 lち易にした e をll'¥Jd:モリ16¥.たしかにスミf;t;;主成果ざる ~o L.がし.

な'によリ主零怠こと l立.解祈冬創雲市.図官三芝宅街f手m与が Z予のえ
v 

教と図宥きのあ~， r.とに材応がつくこと l手ノヲ11っヒ苔 fアゐ知ら川て¥¥7に

ザリむ'ャ人たらの 1尭合広DecC-(¥fTe.sd)場合と|手色白きに，す 11‘て

芝急白さにあ‘王かえようとし.だと之ぽ‘ 15程玉突き三作図にd ゥ之島

1 ¥ 1とつしていたのさJSS。 ι かし .ff数きか'義己主亨~，亡つ U\. ，を内

操作住の高::rl立，判事気7官尊と Id:Wを̂"，iラのになら l事<.7J-d-o をmゆ
えに，角専有霊長期撃。奏周尽， 教きの盆母mあしとヅ ξ. 飛缶詰勺|之島

{/)2，ことにβ フた。移也‘おら，毛長官等とチてき女きと~'， エラたく持た

( .福豆に表1捷ili脅さ(;'，ぁ g以上fJ-..

⑦ ft 王立法(~らぴ lこ，全数:g)モテまた:Iーワク γ い無断専のよ

ラ尼~互理論的左手岱活性E 、を広えち cf手 ëfGé伝 â) 二と，

②委主$f上のGp題f手可/司、で， 汁き反ち工の命題に罫荷足0~ d二之，乙

r=-1主鳴って，

②'畿財土の義国号車もまた，のこらす，付設営との問題ペど‘移し

かえら*'るこど・

ちまた.判官同て~ eY) 3から.δ あき o o'tエ，数きか‘代秒営を主主丸ずg

契特色乏.得"17のさあうた.契博実，解析宅島向き枚、発閉ざ似たEきら.
微分 l五・積令 E去をきも解析き.ざわには，抽史代議主掌八のき境宅の免

ι展は. ま q しモら怠でで亘設のi昼をだと¥¥ヲても，主主刊すま、否広なl¥

ー riろう o

事 Nωtórしの t事E理解するに広，同pk~r ， D乙s.c:.a.rt巴之並夜、川ω-

tDV¥. 仇らう 1人q受千守主L_6-d.Jtl-ei の1:t-季五.建辞ι吾 fill1は内高ら

怠i¥ロ

Era.(i匂o6o..li/e.';' t-t I 者友会ぐの仕事に4づ之知ら似て 1、ちが，一

二さわ帆)!itnn‘工rL 高五ク註包すベ‘ミき Jは'-ー 乞ち 3 八 r 荏量台~.::ラ‘堤動1の

ー 荷宇L乏 f事 C‘めとぢ~/彼の打等ι0)業舗につ1\之.であ ðo 今民的

汎巾 t収止れt1拭犬

申 すこと1挟夫、z忍、ミぎ11作三m伊肌、¥， 壬壬(.め今た与与一と、 積広/:申F也 l以足コ斐~0妻義b 千焦主た菩 . Ar斤f包心
V工



一 一一 一 一一一ー 一 一一一一一一一---33----_.ー---3ι一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一ー
もt包le.s-Schola t方自然主主琴 E_ 穫さ怠片山段、T;;.ら尽かった o . Ark- 乞現安司令。之した o

tofeleS t系、;現象モ間実乙た1話史、辛~ Jl Eプ7ぎ広〆〉官のよう忍毛め

さ五『たーーす八、 2の物7隼且，静止す 3lsとをにttf定尽のさ:局')-運

動 l呑件i7かごはたらどときにのみ，庄U ミ;/ 1) Q;. Jbぢノ蓮雪?の i宝建江、

をこ!二作同す三タト力にt:t'倒 ι. 涯1九に反代初l 写~" aた，活俸が、L

だいた i宝廃をま均 zの尽~号来すき主去に c主フて，千通 3 ガち ・1甲ゴ以

3-ため乏あき一一。バn's-toie/eまのきをNln:'，抱取の抽象に壱とづ‘〈こ吾

当芯理古希7作二o.っ之(¥dことは， aち7ずい忌¥¥.0 Cか ι， 白αI ，~(e( IJ. 

樹祭α1主九 E工夫〈 より徹底乏でるごとにJ って. !d--~ガにき昧

のあ S結果芝う宅 ßJI泡の理論1::碕攻守ざ 3 ことた，毎~， ~ ¥ 1ミヲ T=-0

5‘~ ao 

&a..li I<z..ì の t5，~の長文 φ 栴散広.事集を設主á9 にとらえ.きz主主ず

5、乙こ 3にあヴ?とo 方tまわち.令長江， 11嘗規定c乃島かか与，時留，

草萱.医栓， J1t 1主，加速度，…・といった変数芝砲甘え ι， 芝崎、ち変

換習E閣の数きご府間慢もと L之(だけ〉‘現気互角:箔時ご弓id-、 と，¥う.

ハIet..ι;tûrL畠与広.政亀三予定之日毎朝~あタたが，脅さの力乞理摘。

桟工17kJ， 建命的色/ a;'うゆ 5寵顎OJìml\~知 ~n ，，~匙包乏尽母、すごとに

色丹た。，\iω布凡刀きは，島等 15法で E 数乙ろのち，話主~，eゼロゥ之

いO I"J. 0/'であき Ij'¥¥ H') Ltへわれ 7天‘二ござはっきりさてた 1¥の/寺 1定め

t寄が、乏ε、革命耐怠白ニ事之 Lであうで Lまうのが， と¥¥う.を司
理由さあ J50

NωitD凡/ユ，実俸の還すln-e1:吾組に碕肘乙?と結果.ふたつの天佐の
あいだにほたらく刀 jま，問主主σ賞定tCち積にtt:嗣IC /荷1a. -e八博之三

彦三詮の 2 査に度拭伺l 寸~ c乃さ悟志いがJ と事之た。芝川市，藍770

~哩I ~ J;;ヲて a Yでt:Ad ゥG.L玄武、によってゑ負芝山きことに恵三:

F= Rう子
自然 φ定量例 G" J 己中、jレE福築乙よ〉としたじろ否あ三口まe)¥、佐臥 ー この湾問l広.たとえば\月 φ ，士せ説乏めぐ、~~軌道上町主主計1 を，}\t氏、

\1 1わゆ~ i特性の i玄副 J 'E.. 荷警官乙た 4 層帯主ヤフ世才九!こちピヴく主要脅7

m 減衰を -tnf色気す~1J:ち I~'，運動 ι 之 1\ ~均能f手， (外17~'7iDわ

らない限リ〉等ま蔭言、毘善tT す五(苓還を一直線とをむこ z ミ~1::;"ず

2ナ勺ザ汁五)。をれゆえ，カt}.， }え lZ運動の F主因き広危れ，星計1の

状態を奄fじさ.1t$壱めさあ a"， n広， mg重度，玉、ょとと句teφ 質量に
民伺すき o 一-&aJ，、~、 tJ-.こ今d.:う怠基荏再建かち，震緯的に，

ポ1=\ T亡~ぽ、す主力 a 炉問 f亡ぶクて.後B局すること 7戸、ささ三。ま é.

二の izptl ロ 6-4/ ïle i. 今、落待作ご閉，，~一盛00行弐 9 街黒 E 、主で烹

ブ片う 3 も 0<きJ;;s c 乙か壱 ， !feω1DハId〆ょの会式か Zぅ.Keplei 
0>第 3tf..sUI (' " ~、呈の名転問到の 2 主 ι ‘窓豆の存下京からの平均位

指の 3来に，比矧 2ろdo") 芝 1，菱石霊的段1F三に七主ヲ之4t.くことがきを

~=と E. ヲ仁 ø こ之がさ芝た f

突くの芸当芭物~じり運動皆、副知‘募出吾ミ~ ~ニヒ左京し. (見表示n足 払 ん匂.UtD凡 f7挙α武、実左端的に書記勺す Jきた(1-，クぎ、の.J:ラ f之主え伎

に貯付き〉物復a..11量動1;:...尽ば花令た投lJff忍き丞だ町内-~営的毎 --J. "だ 3うーーをm広， 3524bi畠知、議対象に期すき、主主為的に
T主義，食E誌を. っくリあげろことが、できた D

Era.1i、lei: r立，ユ 1こ，自~(予空虚鑓tを Zを昭七て~-星を観j引 ι た結果

ー程与E矢‘主れた主歪誌白三高言、あ雪。 re5ちゃ2，.1-対象ピι， をU¥ ;0¥'¥， :1'モと

の物色をぼかリ戸=待ミら ef"，支俸を毛会志、 (荷主~積棋をモっと池袋

その干引-(1.戸、党封乙と似て 1\ 三舟乏~えれだ(之 pE 1) Arisおお陪玄の _ _ ..! ¥t'¥ヨプがすリぎの〉キ屈のすべ!との物毎に周ι芝、投開ηをちっこ
打管 σ枠組みが・菩芝生~7ð-l\とすき怠与が山ち天俸の運動 é~ 士吃 ー とを零殺す~翠識さあ~二之を. ' ，，¥みe(ミ;:<1 /Yew1加の控訴停系広.

深 L の勿住の運動と閉ーの震源によっぞ裁問でまミ φ さ弘志い 12'3 - kヤ危I C!J実態理論と trcdt/.ei め翌勤理識とを包宿ずきことによ
7竺;一三l':5干夜空rー-当!lF.竺主主空<<三?ータ'eω7Enf，竺竺?窓一ι プ， <.. <<l里竺竺位置を白崎吉二竺!三!空三生三'j.-r-，詮mヂ三竺竺封土一一

V1.1. V1.工工



35 36 

併に積たそざ爪之局3.-， ζ 広，理論0)¥s.. <芯俳壇の a 代、でブ~' '"ご<17.. 1J.華愛知諦よ d 児ヒりが，住 Uていく。

京グ~Ã理丘マE 基~}~則がち、ヲ首謀酌 ζ 主主弘主 Lれき二と乏 L\ ラ o Netル ムか L主主I夫、ち ，Nω刀C凡の惇子高た Lてε，奨めピころ.iS缶詰1世7
寸志n 11"'， 殺の 17et理論。墓~広副之して挟間 t たのは， に聞主塑乙忍三都合..".，'， 7舌レ1 防庁で‘r;f.7.手~\..N，ωton 7J'.、前者!.Lと l、3
。〉 立量動方 3キ坊主E/CJ〆 〈件力芝mえら胤忍門限;;)呈手速直錦L更新
乏T稚訴え<f~ 0 (Newio九の穿こ1.(;五割。 二L/trJ， &ali‘I.e.t'の慢性

の主主身!と用ーの用益C-&三。〉

Gり f=mdr. CNみ，vto円の築 .2. J~WI) 

内 f=-f' ぐtr.Qu?Toft，. 0"写Z沼町1)

の 3フさあったo (このうち，の広，制。 f=Cb と Lたどきと一

夜三宮芸、之僻技~ミ主きのろ， e:I)位色め芯くてT5J い0) ιがfをの

よ作ニ， N'ewtvn の偉丈 li点怠.彼。建縞砕石 φ弱る 0~忽く 2丈ラキ〉

のあ1¥~\ E論理的に関係'ア汁三重立与的毛主横1革一一微φ，積合己丘一ー

を&， 自ら o 三f，三c:tフ之干色之J 之 ι3 ったこ之さ~~。

t{ evJI1)，.1 17噂か‘J:JQ (;Jた、清定事パ、ミき城、坊をあ‘sめた結果， 自在意喪
~#'，主主き左をの本質的智子7 に紹みと人だ為誉理協によって，解湾司

τ竺u1.~ /亨かむち，芭泉l手合理摘さa~.三こ\' ;フ 1迄 .~‘ほ ご まごとにー

~3 芝、怠 1\ をのと危ヲ之いく恒三仇 fl." I いがに甚丈危忽建駒宝探乏

色クたか1:1./ いくら強湖 L 之 e しぢき‘~こと降忌いー

Nωてる110体系広.akkJ45の奏前草命誌以来，欠方氏、リに人類柄、

子 l亡す~二、乙のさきた.ふたヲ且の完全理事詰Qíあ言。 L がち， ご m

J(eJJstちルの若手誌の場合に宣誓彦ことよさ. どをぽt 於ノ税特重度~~ぽ菱な

ヨ之，率表的写命題から存クたつ素手寺理識としてあ b. と1¥-:7二と 与 ' 

をあき..のように.経験的忌錆主義・にお‘れて.単危五但東一椴化を

広 1r11' Jご盛みごzたょうか.形弐‘向怠理論ズ氏、E安刀7したことは，主主直-

1J.能ぎに J っとむかえら川た p そのJ::...I メJ批f{()ι の 1T~t.ヂルかへ

ー属Lをl.j"lと閣のリ芯¥¥かにみ乙孟領域‘に苦・重量柄珂侮怠去の1.~ ai $ 

ニヒポ，ヌ疋事にあき与がにな ~I三ク刊.従銭的意書呈領声そに関す 3知

哉、左京高奇す三のに、基辛陶に広. をは?再思以タトのえ干去ι無用無益

;一竺あ乏iELZJL-zzー互主主J守a三之生土<:三ーしーヨ占之Kl三土j:;:"I煙量一
~X 

絶対跨盟・絶対主顧?制定的議長周 u賓色賞受，主プT1喜一量.…〉切
あ¥，だ、の穏亘関係芝つをつ劫て l、く'C.そご/二論理的下 豆台市、 T窒~

Lハてハτ二と ff'. 相 1 閉してく ~o だ、が，ごうし 1壬下整合かご rði賓と芝

川ち d ラ l二品ちに Id-I 司;，つどのちの Eins:ie..'lれのを圭片3角芭、まR=7J.

庁此ほ‘忘ら7;J.1¥ <>山以わI.{l守/の物干室主喜 ζろつぎのま広回兵号、 f二目ε酌乙

§ときに ， rVeWiort の傷者ミの周趣徐に.またふ出之みきことに ιJ

ラ乙望.う。

Neu.ftDf"v ø 理事務今出提忽， λ 周の知を考::Z~思索決たちに，丈き

なt度合立を怠げか庁た。 芝の最た~t7の主主. k.o.J の壊色包 Aaヒ善弘

之ぷうが二ゲフ肌JfJut ~， N.ewtvY1 から H つ戸三んすこ ιてどがの彦、F て，
Zず Deslω戸厄S勾方民寺角.a.r:::芝 )(1r.::つづ、〈持軍E ちのまt茅に，論

理左往還づ‘/十ささきでt賓のi:l::ちを，考2Zしl住 J 知 φ公理論的毛主苦もの

ー器類型を.積良吾てどっ之いくとしよフ。

TABLE . 6 

e
 
d
 

F
e
'
n
 

n

c

 

e

u

 

s

R

r

 

a

-

a
 

m

B

 

o

'

 

守口

s

mム

e

，

+レ

a

，
r

z

 

s

a

o

 

b

c

n

 

唱。

s

・エ

o

e

p
‘
 

H

D

S

 

1588-1679 

工596-工650

工632-1677

Locke， John 工632ー工704

Newton， Isaac 1643-工727

Leibnitz， Gottfried N. 1646-1716 

Berke工ey，. George . ，. 1685'-:-1753 

Hume， David 一 171工ー工776

Kant， ImmanueL，司 工72与-1.80件-

Hege1， Georg句 N.F. ー 工770-.1831..

Fourier~ . Char1es 1772-1837 

Feuerbach， Ludwig 180与-1872

Marx， Kar工工818-1883-
Enge1s'，- Fr土edric~ -. 1820-1895 

(ムえ下 ~t-e号)

x 


